
(57)【要約】

【課題】高い止血効果が得られ、しかも内視鏡の観察視

野を遮らずに高い安全性の下で使用することができる内

視鏡用嘴状高周波止血鉗子を提供すること。

【解決手段】嘴状に開閉する一対の嘴状電極３を先端に

有する内視鏡用嘴状高周波止血鉗子において、一対の嘴

状電極３を各々、あい対向する面全体が噛み合わせ面３

ａになる非カップ状に形成する。なお、各嘴状電極３の

背部３ｂを先側へ漸次窄まったテーパ状に形成し、各嘴

状電極３の側面部分３ｃも先側へ漸次窄まったテーパ状

に形成してもよい。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
嘴 状 に 開 閉 す る 一 対 の 嘴 状 電 極 を 先 端 に 有 す る 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 に お い て 、
　 上 記 一 対 の 嘴 状 電 極 を 各 々 、 あ い 対 向 す る 面 全 体 が 噛 み 合 わ せ 面 に な る 非 カ ッ プ 状 に 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 一 対 の 嘴 状 電 極 の 噛 み 合 わ せ 面 が 、 側 方 か ら 見 て 山 と 谷 が 噛 み 合 う 波 形 に 形 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 各 嘴 状 電 極 の 背 部 が 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記
載 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 各 嘴 状 電 極 の 側 面 部 分 も 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ 記 載
の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 は 一 般 に 、 嘴 状 に 開 閉 す る 一 対 の 嘴 状 電 極 を 先 端 に 有 し て
お り 、 そ の よ う な 嘴 状 電 極 は 各 々 、 断 面 形 状 が 円 形 の ス テ ン レ ス 棒 材 を 切 削 し て 鉗 子 カ ッ
プ 状 に 形 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ９ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 は 、 各 嘴 状 電 極 が 鉗 子 カ ッ プ
状 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 粘 膜 組 織 に 接 触 す る 鉗 子 カ ッ プ の 縁 部 分 に お い て 高 周 波
電 流 の 電 流 密 度 が 非 常 に 大 き く な る た め 、 切 開 効 果 が 生 じ て 止 血 効 果 が 低 く な っ て し ま う
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 嘴 状 電 極 の 外 面 が 鉗 子 カ ッ プ 状 に こ ん も り と し た 形 状 な の で 、 内 視 鏡 観 察 画 面 中
に お い て は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 嘴 状 電 極 ３ ０ に よ っ て 観 察 視 野 が 大 き く 遮 ら れ て し
ま う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 高 い 止 血 効 果 が 得 ら れ 、 し か も 内 視 鏡 の 観 察 視 野 を 遮 ら ず に 高 い 安 全
性 の 下 で 使 用 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 は 、 嘴 状 に 開 閉 す る
一 対 の 嘴 状 電 極 を 先 端 に 有 す る 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 に お い て 、 一 対 の 嘴 状 電 極 を
各 々 、 あ い 対 向 す る 面 全 体 が 噛 み 合 わ せ 面 に な る 非 カ ッ プ 状 に 形 成 し た も の で あ り 、 そ の
場 合 に 、 一 対 の 嘴 状 電 極 の 噛 み 合 わ せ 面 が 、 側 方 か ら 見 て 山 と 谷 が 噛 み 合 う 波 形 に 形 成 さ
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 各 嘴 状 電 極 の 背 部 が 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る と よ く 、 各 嘴
状 電 極 の 側 面 部 分 も 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 嘴 状 電 極 を 各 々 、 あ い 対 向 す る 面 全 体 が 噛 み 合 わ せ 面 に な る 非
カ ッ プ 状 に 形 成 し た こ と に よ り 、 粘 膜 組 織 等 を 挟 み 込 ん で 高 周 波 電 流 を 通 電 し た 時 に 高 周
波 電 流 の 電 流 密 度 が 大 き く な ら な い の で 、 切 開 効 果 が 発 生 せ ず 優 れ た 止 血 効 果 を 得 る こ と
が で き 、 各 嘴 状 電 極 の 背 部 を 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡
の 観 察 視 野 を 遮 ら ず に 高 い 安 全 性 の 下 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 嘴 状 に 開 閉 す る 一 対 の 嘴 状 電 極 を 先 端 に 有 す る 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 に お い て 、
一 対 の 嘴 状 電 極 を 各 々 、 あ い 対 向 す る 面 全 体 が 噛 み 合 わ せ 面 に な る 非 カ ッ プ 状 に 形 成 す る
と 共 に 、 各 嘴 状 電 極 の 背 部 を 、 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 の 先 端 付 近 を 示 し て お り 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 可 撓 性 シ ー ス １ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 製 の 密 着 巻 き コ
イ ル パ イ プ １ ａ の 外 周 に 電 気 絶 縁 性 チ ュ ー ブ １ ｂ を 被 覆 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 本 体 ２ の 最 先 端 部 に は 、 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ が 支
軸 ４ を 中 心 に 開 閉 す る よ う に 軸 支 さ れ て 、 嘴 状 電 極 ３ を 嘴 状 に 開 閉 駆 動 す る た め の リ ン ク
機 構 ５ が 、 先 端 本 体 ２ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ２ ａ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ン ク 機 構 ５ の 後 端 部 分 に は 、 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ
た ス テ ン レ ス 鋼 線 製 の 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 が 連 結 さ れ て い て 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 に 連
結 さ れ て い る 操 作 部 （ 図 示 せ ず ） で 操 作 ワ イ ヤ ６ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り 嘴 状 電 極 ３ を
嘴 状 に 開 閉 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ ６ を 経 由 し て 操 作 部 側 か ら 嘴 状 電 極 ３ に
高 周 波 電 流 を 通 電 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ は 、 そ の 単 体 の 斜 視 図 、 側 面 図 及 び 平 面 図 で あ る 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４
に も 示 さ れ る よ う に 、 嘴 状 に 閉 じ た 際 に あ い 対 向 す る 面 全 体 が 噛 み 合 わ せ 面 ３ ａ に な る 非
カ ッ プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 結 果 、 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ で 粘 膜 組 織 等 を 挟 み 込 ん で 高 周 波 電 流 を 通 電 し た 時 に 、 高
周 波 電 流 の 電 流 密 度 が 大 き く な ら な い の で 、 切 開 効 果 が 発 生 せ ず 優 れ た 止 血 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 実 施 例 の 噛 み 合 わ せ 面 ３ ａ は 側 方 か ら 見 て ９ ０ ° 程 度 の 角 度 の 角 波 形 状 に 形 成 さ れ
て い て 、 そ の 角 波 形 の 先 端 ど う し が ぶ つ か り 合 う の で は な く 、 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ に お い て
山 と 谷 が 噛 み 合 う よ う に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ れ に よ っ て 、 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ の 双 方 の 噛 み 合 わ せ 面 ３ ａ の 間 が 広 い 面 積 に お い て ほ
ぼ 均 一 な 隙 間 に な り 、 そ の よ う な 一 対 の 嘴 状 電 極 ３ の 間 に 粘 膜 組 織 を 挟 み 込 む と 、 角 波 形
状 の 噛 み 合 わ せ 面 ３ ａ が ほ ぼ 全 面 で 粘 膜 組 織 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 結 果 、 噛 み 合 わ せ 面 ３ ａ が 平 面 で あ る 場 合 よ り 高 周 波 電 流 の 電 流 密 度 が 小 さ く な っ
て 、 よ り 優 れ た 止 血 効 果 が 得 ら れ る 。 な お 、 角 波 形 の 角 度 は ９ ０ ° 以 外 で あ っ て も よ く 、
或 い は サ イ ン カ ー ブ 等 の よ う な 曲 線 的 な 波 形 に よ り 山 と 谷 が 噛 み 合 う よ う に 構 成 し て も 差
し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 各 嘴 状 電 極 ３ の 背 部 ３ ｂ は 、 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ
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の 結 果 、 内 視 鏡 観 察 画 面 中 に お い て は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 嘴 状 電 極 ３ に よ っ て 観 察
視 野 が 大 き く 遮 ら れ ず 、 良 好 な 視 界 が 得 ら れ る の で 、 高 い 安 全 性 の 下 で 止 血 処 置 を 行 う こ
と が で き る 。 な お 、 図 ５ に は 、 比 較 の た め に 従 来 の 嘴 状 電 極 ３ ０ を 二 点 鎖 線 で 示 し て あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 各 嘴 状 電 極 ３ の 側 面 部 分 ３ ｃ も 、 先 側 へ 漸 次 窄 ま っ た テ
ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 背 部 ３ ｂ の 形 状 と も 合 わ せ て 嘴 状 電 極 ３ の 外 表 面 に
お け る 接 触 面 積 が 小 さ く な り 、 粘 膜 組 織 に 対 す る 熱 的 悪 影 響 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 嘴 状 電 極 ３ の 支 軸 ４ と 係 合 す る 軸 孔 ３ ｄ よ り 後 方 部 分 に は 、 リ ン ク 機 構 ５ の 一 部 を 構 成
す る ア ー ム 部 ３ ｅ が 延 出 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 こ の 部 分 の 形 状 等 は ど の よ う に し て も
差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 嘴 状 電 極 の 単 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 嘴 状 電 極 の 単 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 嘴 状 電 極 の 単 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 の 内 視 鏡 観 察 画 像 を 示 す 略 示 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 嘴 状 高 周 波 止 血 鉗 子 の 内 視 鏡 観 察 画 像 を 示 す 略 示 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 ３ 　 嘴 状 電 極
　 ３ ａ 　 噛 み 合 わ せ 面
　 ３ ｂ 　 背 部
　 ３ ｃ 　 側 面 部 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于内窥镜的喙形高频止血钳，其具有高止血效
果并且可以在不妨碍内窥镜观察视野的情况下以高安全性使用。 解决方
案：在具有一对像喙一样打开和关闭的一对喙形电极3的内窥镜喙形高频
止血钳中，一对喙形电极3分别彼此接触，并且彼此面对的整个表面都是
配合面3a。 形成为非杯状。 每个喙形电极3的后部3b可以形成为朝向前
侧逐渐变窄的锥形，并且每个喙形电极3的侧面部分3c可以形成为朝前侧
逐渐变窄的锥形。 [选型图]图1
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